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令和４年度飯島町水道事業会計並びに下水道事業会計決算審査意見書 

 

第１ 審査の対象 

  令和４年度飯島町水道事業会計並びに下水道事業会計 

 

第２ 審査の期日 

  令和５年６月２３日 

 

第３ 審査の方法 

  町長から審査に付された決算財務諸表並びに決算報告書が、令和４年度における経

営成績と財政状態を適正に表示しているかどうかについて、会計諸帳簿及び例月出納

検査との照合などにより検証した。 

  また、年度内の事業全般について関係職員から説明を求め、公営企業の基本原則で

ある公共の福祉増進と経済性発揮の観点から審査した。 

 

第４ 審査の結果 

  損益計算書、貸借対照表等の決算財務諸表、並びに決算報告書及びその他付属書類

については、いずれの会計も計数に誤りなく適正に記帳されており、当会計年度にお

ける経営成績及び財政状態を正確に表示しているものと認められた。 

  また、現金預金、基金の管理についても適正に行われていることを確認した。 

 

第５ 総括的意見 

  昨年度、上水道では落雷による機器故障への対応、９月の与田切川上流で起きた土

石流と見られる現象による取水停止、１月末の寒波への対応等、職員が対応に苦慮す

る事例が多かったが、断水に至る大きな災害や事故などは無かった。また、下水道で

は移動脱水車の修繕や各種ポンプの交換等、施設設備等の維持管理を行ってきた。こ

れら年間を通じて積極的に水道の安定供給、下水道の維持管理に努めた担当職員の取

り組みを評価する。 

 

  水道事業においては、給水量は増加したものの有収水量は減少している。老朽管の

布設替え工事は行っているものの、地下での漏水が増えたことのよるものと見られる。

結果、有収率は 79.7％と前年度比 1.4％の減少であった。また、中川村への用水供給

を７月から開始、51,534 ㎥を供給。今後、供給量は増加の見込みである。 

下水道事業では、つなぎ込み率は 86.5％と前年度比 1.2％増加し、下水道の普及状

況は処理区域内人口に対する水洗化人口比率が 83.4％であった。 

  今後も水道管の漏水減少、安定供給のため、老朽化した水道管の布設替えに取り組

まれるとともに、中川村への用水供給にも確実に取り組まれたい。また、下水道に関

しても適切な施設の維持管理に取り組まれたい。 

    

  当年度の純利益について、上水道は 2,040 万円と前年度より 70 万円の減となった

ものの、未処分利益剰余金については 2億 50 万円となり、安定した経営状況である。

下水道については純利益 2,160 万円と前年度より 394 万円の減だが、未処分利益剰余

金が 6,410 万円あり、安定した経営状況が続いている。 
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  しかし、給水人口の減少による料金収入の減少や、浄水場の建て替え、移動脱水車

更新等の上水道や下水道に関係する施設・設備等への投資、企業債の元利償還等に多

額の資金が必要となることが見込まれる。 

また、水道事業に関しては、令和４年度より中川村への水道供給事業が開始され、

下水道事業においても今後施設の更新時期を迎えること等から、これらも含めた計画

的な経営が求められる。 

 

最後に、引き続き良質な水道水の安定供給、良好な下水道施設の維持管理が行われ

るとともに、先を見据えた計画の下、安定的な経営がされることを期待する。 
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第６ 水道事業会計決算の概要 

 １ 業務実績 

令和4年度（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）の業務実績は次表のとおり

である。 

 

 (1) 業務実績 

 

令和３年度 令和４年度 対前年度 比較

（Ｂ） （Ａ） (Ａ)－(Ｂ) (Ａ)/(Ｂ)

人口 （人） 9,173 9,032 -141 98.5%

年度末給水人口 （人） 9,074 8,942 -132 98.5%

年度末給水件数 （件） 3,766 3,786 20 100.5%

年間（㎥） 1,131,629 1,193,593 61,964 105.5%

日平均（㎥） 3,100 3,270 170 105.5%

年間（㎥） 918,047 910,614 -7,433 99.2%

日平均（㎥） 2,515 2,495 -20 99.2%

１日最大配水量 （㎥） 3,682 3,878 196 105.3%

負荷率 （％） 84.2% 84.3% 0.1% 100.2%

有収率 （％） 81.1% 76.3% -4.8% 94.0%

１人１日最大配水量 （ℓ） 405.8 433.7 27.9 106.9%

１人１日平均給水量 （ℓ） 277.2 279.0 1.8 100.7%

配水量

有収水量

区      分

  

（注）配 水 量 ＝ 年間総配水量（浄水して配水した水量） 

      有収水量 ＝ メーター器を通過して課金される水量 

      負 荷 率 ＝ 配水量（日平均）÷ １日最大配水量 × 100 

      有 収 率 ＝ 有収水量（年間）÷ 配水量（年間）× 100 

      １人１日最大配水量 ＝ １日最大配水量 ÷ 給水人口 

      １人１日平均有収水量 ＝ 有収水量（年間）÷ 日数（年間）÷ 給水人口 

 

  (2) 給水人口・有収水量の推移 

   当年度の業務実績をみると、令和5年3月31日現在の給水人口は8,942人であり、

年間の配水量は1,193,593㎥、有収水量は910,614㎥である。 

   また、７月より中川村への用水供給が開始された。 

 

 

Ｈ12年 Ｈ22年 Ｈ30年 Ｒ元年 Ｒ２年 Ｒ３年 Ｒ４年

人 11,182 10,190 9,447 9,308 9,326 9,173 9,032
人 10,992 9,947 9,332 9,198 9,223 9,074 8,942
㎥ 1,041,712 916,006 905,542 883,142 909,839 918,047 910,614

生 活 ㎥ 779,031 718,669 710,189 701,963 732,885 734,499 731,511
営 業 ㎥ 122,464 124,451 125,256 117,541 113,280 113,288 111,567
工 場 ㎥ 128,367 62,315 62,725 56,937 57,068 64,457 61,588
そ の 他 ㎥ 11,850 10,571 7,372 6,701 6,606 5,803 5,948

㎥ － － － － － － 51,534

内
訳

項　　　目

人  口

給 水 人 口

有 収 水 量

用水供給量
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２ 予算の執行状況（決算報告書(消費税込み)） 

  (1) 収益的収入及び支出 

    予算執行状況は次表のとおりである。 

【収益的収入】                       （単位：円・％） 

　　　　    区分
　　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
(Ｂ)－(Ａ)

収入率
(Ｂ)/(Ａ)

営 業 収 益 210,379,000 216,357,571 5,978,571 102.8%
営 業 外 収 益 21,500,000 22,884,714 1,384,714 106.4%
合 計 231,879,000 239,242,285 7,363,285 103.2%

 

   予算額231,879千円に対し、決算額は239,242千円であり7,363千円の増となり、

執行率は103.2％となっている。 

   営業収益の主なものは、給水収益（水道使用料）194,030千円（税抜き）である。 

   営業外収益の主なものは、長期前受金戻入19,919千円である。 

 

【収益的支出】                      （単位：円・％） 

　      　　　区分
　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

不用額
(Ａ)－(Ｂ)

支出率
（Ｂ）/（Ａ）

営 業 費 用 192,993,000 181,493,260 11,499,740 94.0%
営 業 外 費 用 33,434,000 24,062,515 9,371,485 72.0%
特 別 損 失 1,000 0 1,000 0.0%
予 備 費 1,382,000 0 1,382,000 ―
合 計 227,810,000 205,555,775 22,254,225 90.2%

 

   予算額227,810千円に対し、決算額は205,556千円で、不用額は22,254千円であり、

執行率は90.2％となっている。 

   営業費用の主なものは、減価償却費117,009千円、総係費24,410千円（税抜き）、

配水及び給水費18,452千円（税抜き）である。 

   営業外費用の主なものは、企業債の支払利息21,511千円である。 

 

 (2) 資本的収入及び支出 

    予算執行状況は次表のとおりである。 

【資本的収入】                      （単位：円・％） 

　      　　　 区分
　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
（Ｂ）－（Ａ）

収入率
（Ｂ）/
（Ａ）

企 業 債 158,200,000 102,700,000 -55,500,000 64.9%
負 担 金 2,500,000 1,000,000 -1,500,000 40.0%
繰 入 金 0 0 0 0.0%
合 計 160,700,000 103,700,000 -57,000,000 64.5%

 

   予算額160,700千円に対し、決算額は103,700千円であり57,000千円下回った。こ

れは。資材納期の遅延により一部工事が令和５年度に繰り越されるためであり、執

行率は64.5％となっている。 

   企業債は建設改良事業のための借入金102,700千円である。 
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【資本的支出】                          （単位：円） 

              区分
　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

翌年度繰越額
（Ｃ）

不用額
(Ａ)-(Ｂ)-

(Ｃ)

建 設 改 良 費 206,007,900 146,269,500 48,000,000 11,738,400

企 業 債 償 還 金 124,640,000 124,639,287 0 713

合 計 330,647,900 270,908,787 48,000,000 11,739,113  

    

予算額330,648千円に対し、決算額は270,909千円で、翌年度繰越が48,000千円、

不用額は11,739千円となり、執行率は81.9％となっている。 

 建設改良費の主なものは、上水道配水管布設替工事（本郷第二・第五自治会 町

道旧本郷幹線第一・第二工区、南町・親町自治会 町道鳥居原線・町道相生町線、

春日平自治会 町道滝原線第一・第二工区、上ノ原自治会 町道北春日線ほか、本

郷第二自治会 町道本駅下原南線）の７件、計100,500千円（税抜き）、コンソー

ル盤・システム制御盤整備工事（樽ヶ沢浄水場）5,000千円（税抜き）である。 

   企業債償還金は前年度より4,679千円増の124,639千円であった。 

 

【資本的収支の不足額補てん内訳】              

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額の補てん財源は次表のとおり

である。                           （単位：円） 

区分 収入 支出 不足額 補填財源

過年度分損益勘定留保資金

154,006,787
当年度分損益勘定留保資金

0
当年度分消費税及び地方消費税
資本的収支調整額

13,202,000
建設改良積立金

0

決
算
額

103,700,000 270,908,787 167,208,787
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３ 経営成績（損益計算書(消費税抜き)） 

 経営成績は次表のとおりである。 

（単位：円・％） 

令和３年度 令和４年度 対前年度 比較

（B） （Ａ） （Ａ）－（Ｂ） （Ａ）/（Ｂ）

総 収 益 a 218,597,355 219,485,163 887,808 100.4%

総 費 用 ｂ 197,460,435 199,051,653 1,591,218 100.8%

差 引 損 益 a-b 21,136,920 20,433,510 -703,410 -

総収支比率 a/b 110.7% 110.3% -0.4% -

区分

 
   総収益は219,485千円、総費用は199,052千円であり、差引収益は20,433千円の純

利益を生じ、総収支比率は110.3％である。 

   なお、前年度繰越利益剰余金230,060千円から建設改良積立金50,000を差し引き、

当年度純利益20,434千円を加えると、当年度未処分利益剰余金は200,494千円であ

る。 

   経常収支比率の推移は次表のとおりである。        （単位：円・％） 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

経常収益 a 210,725,485 213,299,554 218,597,355 219,485,163

経常費用 b 188,043,796 194,660,419 197,460,435 199,051,653

差引経常収益（損益） a-b 22,681,689 18,639,135 21,136,920 20,433,510

経常収支比率 a/b 112.1% 109.6% 110.7% 110.3%

区分

 

※ 経常収支比率とは、経常収益（営業収益＋営業外収益）と経常費用（営業費用

＋営業外費用）を対比したものであり、経常的な収益と費用の関連を示すもので 

ある。 

 

(1) 供給単価と給水原価の比較 

  有収水量１㎥当りの供給単価と給水原価の推移は次表のとおりである。 

区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

給水収益 186,138,434 190,115,681 191,937,824 194,030,219

年間総有収水量 883,142 909,839 918,047 910,614

供給単価  a 210.77 208.96 209.07 213.08

給水原価　b 189.83 192.05 192.85 195.81

比較　a-b 20.94 16.91 16.22 17.27

（単位：円・㎥）

※ 供給単価＝給水収益÷年間総有収水量 

    給水原価＝(経常費用-(受託工事費+材料及び不用品売却原価+付帯事業費))÷年間総有

収（給水）量  

供給単価は前年度より4円1銭、給水原価は前年度より2円96銭増加した。その結

果、供給単価から給水原価を差し引いた額は17円27銭の黒字となっている。 
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(2) 収 益 

  収益は次表のとおりである。 

（単位：円･％） 

対前年度 比較

決算額（Ｂ） 構成比 決算額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

194,618,150 89.0% 196,869,287 89.7% 2,251,137 101.2%

給水収益 191,937,824 87.8% 194,030,219 88.4% 2,092,395 101.1%

受託工事収益 441,000 0.2% 399,000 0.2% -42,000 90.5%

その他営業収益 2,239,326 1.0% 2,440,068 1.1% 200,742 109.0%

23,979,205 11.0% 22,615,876 10.3% -1,363,329 94.3%

加入金 2,050,000 0.9% 2,570,000 1.2% 520,000 125.4%

受取利息及び配当金 9,739 0.0% 7,266 0.0% -2,473 74.6%

長期前受金戻入 19,642,152 9.0% 19,919,374 9.1% 277,222 101.4%

雑収益 2,277,314 1.1% 119,236 0.0% -2,158,078 5.2%

218,597,355 100.0% 219,485,163 100.0% 887,808 100.4%合　　計

区分
令和４年度令和３年度

営業収益

営業外収益

 

   収益合計は219,485千円であり、前年度より888千円増加した。 

   ① 営業収益 

     営業収益は、前年度より2,251千円（1.2％）増加した。これは、主に給水収

益が2,092千円（1.1％）増加したことによるものである。 

 

   ② 営業外収益 

     営業外収益は、前年度より1,363千円（5.7％）減少した。これは主に、加入

金は520千円（25.4％）増加したものの、雑収益が2,158千円（94.8％）減少し

たことによるものである。 
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  (3) 費 用 

   費用は次表のとおりである。 

（単位：円・％） 

対前年度 比較

決算額（Ｂ） 構成比 決算額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

173,867,883 88.1% 177,540,538 89.2% 3,672,655 102.1%

原水及び浄水費 10,140,669 5.2% 16,175,174 8.1% 6,034,505 159.5%

配水及び給水費 17,721,092 9.0% 18,452,085 9.3% 730,993 104.1%

受託工事費 420,000 0.2% 380,000 0.2% -40,000 90.5%

総係費 29,798,707 15.1% 24,410,381 12.3% -5,388,326 81.9%

減価償却費 115,376,303 58.4% 117,008,907 58.8% 1,632,604 101.4%

資産減耗費 55,180 0.0% 671,491 0.3% 616,311 1216.9%

その他営業費用 355,932 0.2% 442,500 0.2% 86,568 124.3%

23,592,552 11.9% 21,511,115 10.8% -2,081,437 91.2%

支払利息 23,592,552 11.9% 21,511,115 10.8% -2,081,437 91.2%

雑支出 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

197,460,435 100.0% 199,051,653 100.0% 1,591,218 100.8%合　　計

区分
令和４年度令和３年度

営業費用

営業外費用

 

費用合計は199,052千円であり、次の要素により前年度より1,591千円（0.8％）

増加している。 

①  営業費用 

      営業費用は、前年度に比べ3,673千円（2.1％）増加している。これは、主

に総係費は5,388千円（18.1％）減となったものの、原水及び浄水費が6,035

千円（59.5％）減価償却費が1,633千円（1.4％）増加したことによるもの

である。 

 

 

    ② 営業外費用 

      営業外費用は、前年度より2,081千円（8.8％）減少している。これは、企

業債の支払利息が減少したことによるものである。 
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４ 財政状況（貸借対照表(消費税抜き)） 

  (1) 資 産 

   令和5年3月31日現在の資産の状況は次表のとおりである。 

（単位：円・％） 

対前年度 比較

金額（Ｂ） 構成比 金額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

2,910,560,636 88.0% 2,925,947,738 89.2% 15,387,102 100.5%

2,908,855,636 87.9% 2,924,397,738 89.2% 15,542,102 100.5%

土地 14,854,086 0.4% 14,901,586 0.5% 47,500 100.3%

建物 2,606,823 0.1% 2,457,363 0.1% -149,460 94.3%

構築物 2,772,001,492 83.8% 2,790,809,346 85.1% 18,807,854 100.7%

機械及び装置 112,198,111 3.4% 109,914,934 3.3% -2,283,177 98.0%

車両及び運搬具 13,564 0.0% 0 0.0% -13,564 皆減

工具器具及び備品 7,181,560 0.2% 6,314,509 0.2% -867,051 87.9%

建設仮勘定 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1,705,000 0.1% 1,550,000 0.0% -155,000 90.9%

水利権 1,705,000 0.1% 1,550,000 0.0% -155,000 90.9%

396,819,708 12.0% 353,037,880 10.8% -43,781,828 89.0%

384,765,152 11.6% 343,331,411 10.5% -41,433,741 89.2%

6,493,457 0.2% 8,077,870 0.2% 1,584,413 124.4%

1,561,099 0.1% 1,628,599 0.1% 67,500 104.3%

4,000,000 0.1% 0 0.0% -4,000,000 皆減

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

3,307,380,344 100.0% 3,278,985,618 100.0% -28,394,726 99.1%

令和４年度令和３年度

固定資産

流動資産

区分

合　　計

有形固定資産

無形固定資産

その他流動資産

貯蔵品

未収金

現金・預金

前払金

 

    資産合計は3,278,986千円であり、次の要素により前年度より28,395千円（0.9％）

減少している。 

①  固定資産 

     固定資産は、前年度より15,387千円（0.5％）増加している。これは、主に

有形固定資産の機械及び装置が2,283千円（2.0％）減少したものの、構築物が

18,808千円（0.7％）増加したことによるものである。 

 

②  流動資産 

     流動資産は、前年度より43,782千円（11.0％）減少している。これは、主に

現金・預金が41,434千円（10.8％）減少したことによるものである。 

 



 - 10 - 

    (a) 未収金 

     内訳は次表のとおりである。 

（単位：円） 

金　　　　額

2,398,125
給水収益（水道料金）未収金 2,376,125
その他営業未収金（開閉栓手数料他） 22,000

5,700,400
未収加入金 0
未収消費税及び地方消費税 5,700,400
その他営業外未収金 0

0
未収負担金 0

-20,655
8,077,870

内　　　　　　　　　容
営業未収金

合　　　計
貸倒引当金

営業外未収金

その他未収金

 

 

    (b) 貯蔵品 

     内訳は次表のとおりである。 

（単位：円） 

内　　　　　　　容 金　　　　額
材料（漏水修理材料等） 1,532,099
貯蔵量水器 96,500

合　　　　計 1,628,599
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(２)負債・資本

前年対比 比較

金額（Ｂ） 構成比 金額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

1,927,576,187 58.3% 1,878,747,951 57.3% -48,828,236 97.5%

1,326,379,625 40.1% 1,303,269,453 39.8% -23,110,172 98.3%

1,326,379,625 40.1% 1,303,269,453 39.8% -23,110,172 98.3%

建設改良等の財源 1,326,379,625 40.1% 1,303,269,453 39.8% -23,110,172 98.3%

その他企業債 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

135,642,884 4.1% 128,844,194 3.9% -6,798,690 95.0%

124,639,287 3.7% 125,810,172 3.8% 1,170,885 100.9%

建設改良等の財源 124,639,287 3.7% 125,810,172 3.8% 1,170,885 100.9%

9,243,597 0.3% 1,735,022 0.1% -7,508,575 18.8%

1,760,000 0.1% 1,299,000 0.0% -461,000 73.8%

賞与引当金 1,476,000 0.1% 1,087,000 0.0% -389,000 73.6%

法定福利費引当金 284,000 0.0% 212,000 0.0% -72,000 74.6%

0 0.0% 0 0.0% 0 皆減

465,553,678 14.1% 446,634,304 13.6% -18,919,374 95.9%

465,553,678 14.1% 446,634,304 13.6% -18,919,374 95.9%

工事負担金 103,603,042 3.1% 100,671,945 3.1% -2,931,097 97.2%

補助金 20,379,001 0.6% 19,735,051 0.6% -643,950 96.8%

他会計負担金 7,982,999 0.3% 7,784,182 0.2% -198,817 97.5%

その他長期前受金 333,588,636 10.1% 318,443,126 9.7% -15,145,510 95.5%

1,379,804,157 41.7% 1,400,237,667 42.7% 20,433,510 101.5%

514,875,197 15.6% 514,875,197 15.7% 0 100.0%

864,928,960 26.1% 885,362,470 27.0% 20,433,510 102.4%

533,368,948 16.1% 533,368,948 16.3% 0 100.0%

その他資本剰余金 533,368,948 16.1% 533,368,948 16.3% 0 100.0%

331,560,012 10.0% 351,993,522 10.7% 20,433,510 106.2%

減債積立金 11,000,000 0.3% 11,000,000 0.3% 0 100.0%

建設改良積立金 50,000,000 1.5% 50,000,000 皆増

本取水施設管理
基金積立金

90,500,000 2.7% 90,500,000 2.8% 0 100.0%

当年度未処分
利益剰余金

230,060,012 7.0% 200,493,522 6.1% -29,566,490 87.1%

3,307,380,344 100.0% 3,278,985,618 100.0% -28,394,726 99.1%合　　計

繰延収益

長期前受金

資本

資本金

固定負債

企業債

剰余金

資本剰余金

利益剰余金

流動負債

企業債

未払金

引当金

その他流動負債

　　令和5年3月31日現在の負債・資本の状況は次表のとおりである。　　　（単位：円・％）

区分
令和３年度 令和４年度

負債
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  負債・資本合計は3,278,986千円であり、前年度より28,395千円（0.9％）減少して 

いる。 

 

①  負 債 

負債は、固定負債1,303,270千円、流動負債128,844千円、繰延収益446,634千

円の合計1,878,748千円であり、流動負債中の未払金は次表のとおりである。 

（単位：円） 

  

 

② 資 本 

資本は、資本金514,875千円、剰余金885,363千円の合計1,400,238千円である。 

 

 

  ③ 実質流動比率及び資金不足比率 

    実質流動比率は、274.0％であり、極めて健全であるといえる。 

    資金不足比率はマイナスのため資金不足は生じていない。 

   （単位：円） 

 令和３年度 令和４年度 備 考 

実質流動比率 292.5％ 274.0％ 100％以上は良好 

資金不足比率 － － 数値はマイナスとなる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金　　　　額

1,735,022
営業未払金（原水及び浄水費、配水及び給水費、総係費） 1,735,022
営業外未払金（消費税） 0
その他未払金 0

0

内　　　　　　　　　容

未払金

その他流動負債（預り金）
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第７ 下水道事業会計決算の概要 

 １ 業務実績 

令和4年度（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）の業務実績は次表のとおり

である。 

 

 (1) 業務実績 

 

令和３年度 令和４年度 対前年度 比較

（Ｂ） （Ａ） (Ａ)－(Ｂ) (Ａ)/(Ｂ)

汚泥処理件数 （件） 2,287 2,334 47 102.1%

流入汚水量 （㎥） 596,632 569,638 -26,994 95.5%

汚泥脱水ケーキ発生量 （ｔ） 470.11 453.01 -17.10 96.4%

区      分

  

 

  (2) 下水道の普及状況 

    

当年度の業務実績をみると、令和5年3月31日現在の水洗化人口は5,762人であり、

流入戸数は2,244戸で、水洗化率は83.4％である。 

 

 

２ 予算の執行状況（決算報告書(消費税込み)） 

  (1) 収益的収入及び支出 

    予算執行状況は次表のとおりである。 

【収益的収入】                      （単位：円・％） 

　　　　    区分
　　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
(Ｂ)－(Ａ)

収入率
(Ｂ)/(Ａ)

営 業 収 益 129,390,000 137,448,466 8,058,466 106.2%

営 業 外 収 益 335,270,000 335,141,960 -128,040 100.0%

特 別 利 益 0 0 0 ―

合 計 464,660,000 472,590,426 7,930,426 101.7%

 

区　　分 処理区・地区
処理区内人口

（Ａ）
水洗化人口

（Ｂ）
流入戸数

水洗化率
（Ｂ/Ａ）

飯島処理区 3,855人 3,146人 1,194戸 81.6%

七久保処理区 1,315人 1,000人 456戸 76.0%

七久保北部地区 880人 828人 314戸 94.1%

田切南部地区 535人 489人 180戸 91.4%

本郷東部地区 322人 299人 100戸 92.9%

合　　計 6,907人 5,762人 2,244戸 83.4%

農業集落排水事業

公共下水道事業
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   予算額464,660千円に対し、決算額は472,590千円であり7,930千円上回り、執行

率は101.7％となっている。 

   営業収益の主なものは、下水道使用料123,187千円（税抜き）である。 

   営業外収益の主なものは、他会計補助金240,100千円である。 

 

【収益的支出】                       （単位：円・％） 

　      　　　区
分
　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

地方公営企業法第26
条第2項の規定によ
る繰越額（Ｃ）

不用額
(Ａ)－((Ｂ)+(Ｃ)

支出率
（Ｂ）/（Ａ）

営 業 費 用 392,189,000 379,776,104 0 12,412,896 96.8%

営 業 外 費 用 75,915,000 71,547,649 0 4,367,351 94.2%

特 別 損 失 0 0 0 0 ―

予 備 費 1,898,000 0 0 1,898,000 ―

合 計 470,002,000 451,323,753 0 18,678,247 96.0%

 予算額470,002千円に対し、決算額は451,324千円で、不用額は18,678千円であり、

執行率は96.0％となっている。 

   営業費用の主なものは、減価償却費253,689千円、総係費29,106千円（税抜き）、

処理場費83,877千円（税抜き）である。 

   営業外費用の主なものは、企業債の支払利息68,414千円である。 

 

 (2) 資本的収入及び支出 

    予算執行状況は次表のとおりである。 

【資本的収入】                       （単位：円・％） 

　      　　　 区分
　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
（Ｂ）－（Ａ）

収入率
（Ｂ）/
（Ａ）

企 業 債 192,000,000 192,000,000 0 100.0%

出 資 金 73,800,000 73,800,000 0 100.0%

負 担 金 13,072,000 14,863,000 1,791,000 113.7%

合 計 278,872,000 280,663,000 1,791,000 100.6%

 予算額278,872千円に対し、決算額は280,663千円であり1,791千円上回り、執行

率は100.6％となっている。 

   企業債は建設改良事業のための借入金192,000千円である。 
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【資本的支出】                         （単位：円） 

              区分
　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

翌年度繰越額
（Ｃ）

不用額
(Ａ)-(Ｂ)-(Ｃ)

建 設 改 良 費 13,072,000 11,275,000 0 1,797,000

企 業 債 償 還 金 424,374,000 424,373,289 0 711

合 計 437,446,000 435,648,289 0 1,797,711

 

予算額437,446千円に対し、決算額は435,648千円で、不用額は1,798千円となり、

執行率は99.6％となっている。 

 建設改良費の主なものは、公共ます設置工事16件、10,250千円（税抜き）である。 

   企業債償還金は前年度より17,426千円増の424,373千円であった。 

 

【資本的収支の不足額補てん内訳】              

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額の補てん財源は次表のとおり

である。                           （単位：円） 

区分 収入 支出 不足額 補填財源
過年度分損益勘定留保資金

153,960,289

当年度分損益勘定留保資金

0
当年度分消費税
資本的収支調整額

1,025,000

決
算
額

280,663,000 435,648,289 154,985,289
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３ 経営成績（損益計算書(消費税抜き) 

 経営成績は次表のとおりである。 

（単位：円・％） 

令和３年度 令和４年度 対前年度 比較
（Ｂ） （Ａ） （Ａ）－（Ｂ） （Ａ）/（Ｂ）

総 収 益 a 495,232,146 460,106,960 -35,125,186 92.9%

総 費 用 ｂ 471,202,856 438,514,108 -32,688,748 93.1%

特別利益 c 1,507,000 0 -1,507,000 皆減

特別損失 d 0 0 0 -

差引損益 a+c-(b+d) 25,536,290 21,592,852 -3,943,438 -

総収支比率 (a+c)/(b+d) 105.4% 104.9% -0.5% -

区分

 

   総収益は460,107千円、総費用は438,514千円であり、差引損益は21,593千円の純

利益を生じ、総収支比率は104.9％である。 

  

(1) 下水道使用料と汚泥処理量の比較 

  使用量１㎥当りの単価と処理原価の推移は次表のとおりである。 

                            

増減 比率

下水道使用料（円） a 122,994,918 123,187,116 192,198 100.2%

汚泥処理件数 2,287件 2,334件 47 102.1%

年間総流入汚水量（ｍ3） b 596,632 569,638 -26,994 95.5%

470.11 453.01 -17.10 96.4%

使用単価　  a/b ｃ 206.1円 216.3 10.11 104.9%

処理原価 d 614.9円 603.0 -11.90 98.1%

比較
令和３年度 令和４年度区分

年間汚泥脱水ケーキ量（ｔ）

 

※ 使用単価＝下水道使用料÷年間総流入汚水量 

    処理原価＝(経常費用-(受託工事費+材料及び不用品売却原価+付帯事業費))÷

年間総流入汚水量  

 

  ①営業収益（その他営業収益）1,771千円を下水道使用料に加えた使用単価は219.4 

円となる。また、営業外収益（補助金・他会計補助金・その他営業外収益）を加 

えると使用単価は640.8円となり、差し引いた額は37.8円の黒字となっている。 
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(2) 収 益 

  収益は次表のとおりである。 

（単位：円･％） 

対前年度 比較

決算額（Ｂ） 構成比 決算額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

311,779,123 62.8% 124,958,167 27.2% -186,820,956 40.1%

下水道使用料 122,994,918 24.8% 123,187,116 26.8% 192,198 100.2%

他会計負担金 186,947,000 37.6% 0 0.0% -186,947,000 皆減

その他営業収益 1,837,205 0.4% 1,771,051 0.4% -66,154 96.4%

183,453,023 36.9% 335,148,793 72.8% 151,695,770 182.7%

補助金 0 0.0% 0 0.0% 0 －

他会計補助金 78,853,000 15.8% 240,100,000 52.2% 161,247,000 304.5%

長期前受金戻入 104,253,634 21.0% 95,041,960 20.6% -9,211,674 91.2%

その他営業外収益 346,389 0.1% 6,833 0.0% -339,556 2.0%

1,507,000 0.3% 0 0.0% -1,507,000 皆減

その他特別利益 1,507,000 0.3% 0 0.0% -1,507,000 皆減

496,739,146 100.0% 460,106,960 100.0% -36,632,186 92.6%合　　計

区分
令和４年度令和３年度

営業収益

営業外収益

特別利益

 

   収益合計は460,107千円である。 

   ① 営業収益 

     営業収益は、下水道使用料が192千円（0.2％）増加したものの、他会計負担

金が項目替えにより皆減となったことで、全体では186,821千円（59.9％）の

減となった。 

 

   ② 営業外収益 

     営業外収益は、長期前受金戻入が9,212千円（8.8％）減少したものの、他会

計補助金が161,247千円増加したことで、全体では151,696千円（82.7％）の増

となった。 

 

   ③ 特別利益 

     特別利益は、令和３年度に計上された人事異動による賞与引当金戻入益と法

定福利費引当金戻入益が計上されなかったため、皆減となった。 
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  (3) 費 用 

   費用は次表のとおりである。 

（単位：円・％） 

対前年度 比較

決算額（Ｂ） 構成比 決算額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

395,499,958 83.9% 370,099,859 84.4% -25,400,099 93.6%

管渠費 3,672,723 0.8% 3,427,466 0.8% -245,257 93.3%

処理場費 90,140,246 19.1% 83,877,396 19.1% -6,262,850 93.1%

総係費 22,431,987 4.7% 29,105,683 6.6% 6,673,696 129.8%

減価償却費 279,255,002 59.3% 253,689,314 57.9% -25,565,688 90.8%

75,702,898 16.1% 68,414,249 15.6% -7,288,649 90.4%

支払利息 75,680,507 16.1% 68,414,249 15.6% -7,266,258 90.4%

その他営業外費用 22,391 0.0% 0 0.0% -22,391 皆減

0 0.0% 0 0.0% 0 －

その他特別損失 0 0.0% 0 0.0% 0 －

471,202,856 100.0% 438,514,108 100.0% -32,688,748 93.1%合　　計

区分
令和４年度令和３年度

営業費用

営業外費用

特別損失

 

費用合計は438,514千円である。 

① 営業費用 

      営業費用は、前年度に比べ25,400千円（6.4％）減少している。これは主

に総係費が6,674千円（29.8％）増加したものの、処理場費が6,263千円

（6.9％）、減価償却費が25,566（9.2％）減少したことのよるものである。 

 

 

    ② 営業外費用 

      営業外費用は、企業債の支払利息であり、7,266千円（9.6％）減となって

いる。 
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４ 財政状況（貸借対照表(消費税抜き)） 

  (1) 資 産 

   令和5年3月31日現在の資産の状況は次表のとおりである。 

（単位：円・％） 

対前年度 比較

金額（Ｂ） 構成比 金額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

7,388,618,366 98.0% 7,145,179,052 97.3% -243,439,314 96.7%

7,388,618,366 98.0% 7,145,179,052 97.3% -243,439,314 96.7%

土地 222,946,483 3.0% 222,946,483 3.0% 0 100.0%

建物 398,411,527 5.3% 386,657,453 5.3% -11,754,074 97.0%

構築物 6,532,844,645 86.6% 6,351,170,732 86.5% -181,673,913 97.2%

機械及び装置 228,215,065 3.0% 178,270,309 2.4% -49,944,756 78.1%

車両及び運搬具 5,810,375 0.1% 5,810,375 0.1% 0 100.0%

工具器具及び備品 390,271 0.0% 323,700 0.0% -66,571 82.9%

154,078,416 2.0% 195,685,482 2.7% 41,607,066 127.0%

152,222,400 2.0% 194,202,679 2.6% 41,980,279 127.6%

1,856,016 0.0% 1,482,803 0.1% -373,213 79.9%

0 0.0% 0 0.0% 0 ―

0 0.0% 0 0.0% 0 ―

0 0.0% 0 0.0% 0 ―

7,542,696,782 100.0% 7,340,864,534 100.0% -201,832,248 97.3%合　　計

有形固定資産

その他流動資産

貯蔵品

未収金

現金・預金

前払金

令和４年度令和３年度

固定資産

流動資産

区分

 

    資産合計は7,340,865千円である。 

① 固定資産 

     固定資産全体は、7,145,179千円であり、主に有形固定資産の構築物が

6,351,171千円、建物が386,657千円である。 

 

② 流動資産 

     流動資産全体は、195,685千円であり、現金・預金と未収金である。 
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    (a) 未収金 

     内訳は次表のとおりである。 

（単位：円） 

金　　　　額

1,592,803

未収下水道使用料 1,592,803

0

未収補助金 0

未収消費税及び地方消費税 0

-110,000

未収受益者負担金 0

貸倒引当金 -110,000

1,482,803

内　　　　　　　　　容

営業未収金

合　　　計

営業外未収金

その他未収金
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(２)負債・資本

前年対比 比較

金額（Ｂ） 構成比 金額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

7,263,384,086 96.3% 6,966,158,986 94.9% -297,225,100 95.9%

4,228,023,482 56.1% 3,979,530,143 54.2% -248,493,339 94.1%

4,228,023,482 56.1% 3,979,530,143 54.2% -248,493,339 94.1%

建設改良等の財源 4,228,023,482 56.1% 3,979,530,143 54.2% -248,493,339 94.1%

433,435,266 5.7% 466,233,644 6.4% 32,798,378 107.6%

424,373,289 5.6% 440,493,339 6.0% 16,120,050 103.8%

建設改良等の財源 424,373,289 5.6% 440,493,339 6.0% 16,120,050 103.8%

8,255,644 0.1% 25,109,305 0.4% 16,853,661 304.1%

796,000 0.0% 631,000 0.0% -165,000 79.3%

賞与引当金 669,000 0.0% 530,000 0.0% -139,000 79.2%

法定福利費引当金 127,000 0.0% 101,000 0.0% -26,000 79.5%

10,333 0.0% 0 0.0% -10,333 0.0%

2,601,925,338 34.5% 2,520,395,199 34.3% -81,530,139 96.9%

2,601,925,338 34.5% 2,520,395,199 34.3% -81,530,139 96.9%

補助金 1,966,123,132 26.1% 1,888,230,037 25.7% -77,893,095 96.0%

受益者負担金 626,661,226 8.3% 619,762,361 8.4% -6,898,865 98.9%

建設仮勘定長期前受金 9,140,980 0.1% 12,402,801 0.2% 3,261,821 135.7%

279,312,696 3.7% 374,705,548 5.1% 95,392,852 134.2%

134,761,158 1.8% 208,561,158 2.8% 73,800,000 154.8%

144,551,538 1.9% 166,144,390 2.3% 21,592,852 114.9%

87,022,256 1.1% 87,022,256 1.2% 0 100.0%

補助金 87,022,256 1.1% 87,022,256 1.2% 0 100.0%

57,529,282 0.8% 79,122,134 1.1% 21,592,852 137.5%

建設改良積立金 15,000,000 0.2% 15,000,000 皆増

当年度未処分
利益剰余金

57,529,282 0.8% 64,122,134 0.9% 6,592,852 111.5%

7,542,696,782 100.0% 7,340,864,534 100.0% -201,832,248 97.3%合　　計

繰延収益

長期前受金

資本

資本金

固定負債

企業債

剰余金

資本剰余金

利益剰余金

流動負債

企業債

未払金

引当金

その他流動負債

　　令和5年3月31日現在の負債・資本の状況は次表のとおりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円・％）

区分
令和３年度 令和３年度

負債



 - 22 - 

  ① 負 債 

負債は、固定負債3,979,530千円、流動負債466,234千円、繰延収益2,520,395

千円の合計6,966,159千円であり、流動負債中の未払金は次表のとおりである。 

（単位：円） 

  

 

② 資 本 

資本は、資本金208,561千円、剰余金166,145千円の合計374,706千円である。 

     

 

  ③ 実質流動比率及び資金不足比率 

    実質流動比率は、42.0％であり、健全とはいえない。 

    建設改良費企業債が多いことが流動比率が低い原因となっている。 

   （単位：円） 

 令和３年度 令和４年度 備 考 

実質流動比率 35.5％ 42.0％ 100％以上は良好 

資金不足比率 － － 数値はマイナスとなる 

 

 

金　　　　額

24,782,605

営業未払金（未払管渠費） 1,532,960

営業未払金（未払処理場費） 21,697,429

営業未払金（未払総係費） 55,516

その他未払金 0

営業外未払金（未払消費税及び地方消費税） 1,460,400

営業外未払金（未払施設整備費） 36,300

内　　　　　　　　　容

未払金
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